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1	
 はじめに	
 
	
 現在、Web ページ上には、学習に活用できる

様々な情報が公開されている。それらの学習資

源は今後も増加し、PC 等の情報機器が教育機関

に広く普及するにつれ、教育現場でもより積極

的に活用されていくことが期待される。	
 

	
 Web ページ上の情報はテキスト、画像、動画な

どの多様なメディアで、インターネット上に広

く分散している。これらの情報を収集し、特定

の視点で整理することで独自の文脈を持つ構成

物にする作業を、一般にコンテンツキュレーシ

ョンと呼んでいる。コンテンツキュレーション

は、その成果物を作成者以外と共有する場合が

多く、そのような活動を支援する汎用的なキュ

レーションサービスとして、Naver まとめ[1]や

Storify[2]がある。なお、本研究で取り挙げるコ

ンテンツキュレーションは、人が能動的に上記

作業を行う場合に限定し、機械学習により自動

的にこれらの作業を行う場合を含めない。	
 

	
 	
 Web ページ上の情報を教学で活用する場合も、

コンテンツキュレーションにより、分散した情

報から学習者独自の文脈を持つ構成物を構築す

ることが重要になる場合がある。現在、調べ学

習などで Web 上の情報を学習に活用する場合は、

Web から収集した情報を学習者が文書やスライド

に手作業で転記することが通常である。この作

業は非効率であると同時に、誤りや改ざんの可

能性も伴う。その一方で Web ページ上の様々な

学習資源を効率的に収集して学習者の視点で整

理し、他の学習者や教員と共有、評価する作業

を効率的に行う学習支援システムは見当たらな

い。なお、コンテンツキュレーションを学習に

活用した先行研究としては、内野らの報告[3]があ

る。この報告では用いたシステムの詳細は記述

されていないが、特定の目的に沿った Web 上の

情報を予めシステムに収集し、それらを対象に

学習者がキュレーション活動を行っていると推

測される。これは任意の Web ページ上の情報を

事前準備なしでキュレーションの対象とする本	
 

	
 

	
 

	
 

研究の取り組みとは、異なるものと考えられる。	
 

	
 

2	
 コンテンツキュレーション機能の概要	
 
	
 本研究では前述の現状を踏まえ、学習者が Web

ページ上の様々な学習資源を収集・整理・共

有・評価するためのコンテンツキュレーション

機能を、著者らが開発した学習支援システム

LePo	
 [4]〜[6]に追加実装した。その際に学習活動と

してキュレーションを行うことを踏まえ、1)引

用元の明記と情報の改ざん防止、2)キュレーシ

ョン成果物の学習者間の相互評価機能、3)	
 Web

上での容易な操作の 3 点に配慮して設計した。	
 

	
 

3	
 コンテンツの収集	
 
	
 Web ページ上のコンテンツを収集する手段とし

て、「切り抜き」と呼ぶ機能を実装した。この

「切り抜き」では、一般の Web ブラウザで任意

の Web ページを表示した状態で、予め用意した

bookmarklet を用いる。この bookmarklet を操作

することで、Web ページ上で選択したテキストと

画像、外部ページへの埋め込みに対応した特定

の Web サービス[7]〜[9]のコンテンツの 3 種を、学

習支援システム内で利用できる（図 1）。その際

に Web ページからシステムに取り込むのは、URL、

ページタイトル、及びページ内で選択した一部

のテキスト情報のみである。なお、切り抜いた

情報を編集することはできない。	
 

	
 

4	
 ストーリーシートの作成	
 
	
 Web ページから切り抜いた複数の情報から、学

習者による独自の視点を持つキュレーション成

果物を作成するため、「書き込み」と「並べ替

え」の操作を行う。	
 

4.1	
 書き込み	
 

	
 学習支援システム上での「書き込み」操作に

より、システム上に任意のテキストを入力する

ことができる（図 1）。入力したテキストには、

「本文」、「見出し」、「小見出し」の何れか

の種別を設定することで、それに応じたデザイ

ンがシステム上で反映される。	
 

4.2	
 並べ替え	
 

	
 学習者が収集した「切り抜き」と「書き込

み」は、特定のテーマに基づきグループ化し、	
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図 1 システム上の「切り抜き」と「書き込み」の例 
	
 

グループ内での表示順を決定する。このグルー

プを「ストーリーシート」と呼ぶ。学習者はこ

のストーリーシートに、Web から切り抜いた情報

と自ら書き込んだ情報を整理し、独自の文脈を

持つキュレーション成果物として構築する。	
 

	
 

5	
 ストーリーシートの共有と評価	
 

	
 作成したストーリーシートは、作者が履修す

るコース内で共有し、コース内の他の学習者や

教員も閲覧できるようにすることが可能である。	
 

	
 また、ストーリーシートを評価する機能とし

て、スターの有無でストーリーシートを相互評

価する機能と、任意のテキスト情報を記載する

アノテーション機能を実装している。特に多く

のスターが付与された高評価のストーリーシー

トと、多くの学習者に切り抜かれた Web ページ

については、注目情報としてシステム上で自動

的に掲示し、学習者へのフィードバックを行っ

ている。なお、共有は学習支援システム内の特

定のコース内でのみで行い、コース外やインタ

ーネット上の不特定多数とは共有できない。	
 

	
 

6	
 おわりに	
 

	
 今回の研究では、Web 上の様々な学習資源を収

集・整理し、学習支援システム内のコース内で

共有・評価をするコンテンツキュレーション機

能を開発した。現在この機能を、著者が 2014 年

度後期に開講している科目で利用し、機能評価

を行っている。この実践では教員が設定したテ

ーマに基づき、学習者が Web 上で関連する事例

情報を収集し、それらの事例を踏まえて自分の

意見をストーリーシートにまとめて相互評価を	
 

	
 
図 2 作成したストーリーシートの例 

	
 

行う。この一連の作業は Web 上で効率的に行え

るため、毎回の授業で実施することも容易であ

る。現段階では実践評価を踏まえ、機能と授業

設計の改良点を検討しているが、今後の追加機

能としては、複数の学習者が協調しながらスト

ーリーシートを作成する協調キュレーション機

能の実装を予定している。	
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